
作成日　　平成　29年　5月  12日

【事業所概要（事業所記入）】 【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

【評価機関概要（評価機関記入）】

所在地

事業所名

１　自己評価及び外部評価結果

法人名
事業所番号 介護職員のスキルアップに力を入れている。認知症実践者研修やリーダー研修の修

了者で、事業所独自の「認知症ケア向上委員会」を立ち上げ、職員のスキルアップ
に取り組んできた。研修の体制も強化している。
昨年度からは地域との連携、特に子供たちとの関わりに取り組んだ。学習発表会に
参加をしたり、資源回収、ペットボトルキャップやベルマークの収集にも協力して
いる。

1670102456
株式会社ツクイ
ツクイ富山萩原グループホーム

富山市萩原179-1

評価結果市町村受理日自己評価作成日

北証パトナ株式会社
富山市荒町2番21号

平成29年　4月　17日 平成　29年　5月　24日

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きと
した表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

56

57

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

〇

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面
がある。
（参考項目：18,38）

63

64

65

66

60

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

58

59

〇

62

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
（参考項目：49）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

〇

2．利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない

〇2．利用者の2/3くらいが
67

1．ほぼ全ての利用者の
2．利用者の2/3くらいの
3．利用者の1/3くらいの
4．ほとんど掴んでいない

68

1．毎日ある
2．数日に1回程度ある
3．たまにある
4．ほとんどない
1．ほぼ全ての利用者が

〇

〇

〇

〇

1．ほぼ全ての利用者が
2．利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない

3．利用者の1/3くらいが

〇

4．ほとんどいない

4．ほとんどいない
1．ほぼ全ての利用者が
2．利用者の2/3くらいが

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない
1．ほぼ全ての利用者が
2．利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが

1．ほぼ全ての利用者が

〇職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,20）

1．ほぼ全ての家族と
2．家族の2/3くらいと
3．家族の1/3くらいと
4．ほとんどできていない

1．大いに増えている
2．少しずつ増えている

〇

〇

〇
3．あまり増えていない
4．全くいない

1．ほぼ毎日のように
2．数日に1回程度ある
3．たまに
4．ほとんどない

2．家族等の2/3くらいが
3．家族等の1/3くらいが
4．ほとんどいない

1．ほぼ全ての利用者が
2．利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない

↓該当するものに○印

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します。

項　　目
取　り　組　み　の　成　果

↓該当するものに○印

1．ほぼ全ての家族等が

1．ほぼ全ての職員が
2．職員の2/3くらいが
3．職員の1/3くらいが
4．ほとんどいない

「ゆったり、たのしく、みんなであんしん」という理念のもと、職員は利用者一人
ひとりのペースに合わせた声かけやケアを心がけている。近くの農産物即売場に出
かけ、旬の野菜を見つけ、春なら竹の子ご飯をみんなで味わうなど、色々な楽しみ
ごとを織り交ぜている。また、ここで最期を迎えたいとの希望があれば、医療関係
者と連携し、看取り支援に取り組むなど、安心できる暮らしの支援に努めている。平成29年4月26日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

訪問調査日

取　り　組　み　の　成　果

基本情報リンク先URL

評価機関名
所在地

項　　目

ツクイ富山萩原グループホーム



Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

5 4 ○市町村との連携

次のステップに向けて
期待したい内容

理念「ゆったり、たのしく、みん
なであんしん」を各ユニットごと
に掲示。理念に基づいてケアの方
向を決めている。

自
己
評
価

外
部
評
価

　地域密着型サービスの意義を踏ま
えた事業所理念をつくり、管理者と
職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

散歩中にベビーカーの親子連れと
挨拶を交わしたり、地域のふるさと
祭りに利用者手作りの貼り絵を出
品している。また、お茶会ボランティ
アの慰問を受けるなど、地域との交
流に努めている。

今後は、事業所の活動状況や認知
症ケアなどについて、地域に情報
を発信し、地域の人達に支えられ
たり支えたりする関係を強めてい
くことが期待される。

外部評価

項　　　　　　　目

理念に沿った介護計画や支援が出
来ているか、カンファレンス時などに
理念を再確認し、理念の共有と実
践につなげている。

実施状況 実施状況

自己評価

　利用者が地域とつながりながら暮
らし続けられるよう、事業所自体が
地域の一員として日常的に交流して
いる

自治会関係者や行政担当者、家族
数名がメンバーとなり、事業所の活
動に対する意見や地域行事の情報
などを得、運営に活かすよう努めて
いる。

　市町村担当者と日頃から連絡を密
に取り、事業所の実情やケアサービ
スの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでい
る

散歩の途中で挨拶や会話を交わす
事がある。近隣の方より野菜やお
花を頂く事がある。小学校の活動
に協力をしている。

　運営推進会議では、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状況
等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活か
している

　事業所は、実践を通じて積み上げ
ている認知症の人の理解や支援の方
法を、地域の人々に向けて活かして
いる

運営推進会議を通して活動を行っ
ている。また、個別に老人会の代
表を訪問し、役立てる事がないか
等相談をしている。

運営推進会議ではホームの取り組
みや運営状況を報告している。
参加者や地域包括支援センターか
らの意見を受け、ホームの活動に
活かしている。

運営上の相談は速やかに介護保険
課へ相談を行っている。
ホームでの困難事例や相談ごとが
あると地域包括支援センターより
助言を受ける事がある。

介護保険法などについては、市の
担当窓口に聞き、きめ細かく教えて
もらっている。また、地域包括支援
センターとは、具体的な案件の相談
を相互に行うなど、市と協力関係を
築いている。

2 ツクイ富山萩原グループホーム



次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

7 ○虐待の防止の徹底

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

9 ○契約に関する説明と納得

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の
　反映

　管理者や職員は、日常生活自立支
援事業や成年後見制度について学ぶ
機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

　契約の締結、解約又は改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね、十分な説明を行い理解・納
得を図っている

　代表者及び全ての職員が「指定地
域密着型サービス指定基準及び指定
地域密着型介護予防サービス指定基
準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄
関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

　管理者や職員は、高齢者虐待防止
法等について学ぶ機会を持ち、利用
者の自宅や事業所内での虐待が見過
ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

　利用者や家族等が意見、要望を管
理者や職員並びに外部者へ表せる機
会を設け、それらを運営に反映させ
ている

ホームには意見箱を設置してい
る。
市の事業である介護相談員の受け
入れも行っており、訪問日を家族
に周知している。
苦情や相談の窓口をわかりやすい
場所に掲示している。

利用者には、ドライブの行き先など
の要望を聞いている。家族には、運
営推進会議や面会時などに話を
し、リビングの温度調整などの要望
を聞き、事業所の運営に反映させて
いる。

高齢者虐待防止法については研修
で学んでいる。外部での研修があ
れば職員に参加を促し、社内で伝
達をしている。
虐待に直結しやすい職員のストレ
スについても全社で取り組んでい
る。

制度については外部の研修で学ぶ
機会を設けている。
内部研修の時に伝達を行ったり、
研修担当者が資料を作成し、わか
りやすい内容で伝えている。

契約の締結、解約又は改定の時に
はあらかじめ時間をとってもら
い、不明点については理解がすす
むまで説明をする。答える事がで
きない時には、正確な情報を調べ
たうえで改めて時間を設け、説明
を行っている。

身体拘束は行っていない。
身体拘束の廃止委員会より、毎月
のミーティング時に必ず身体拘束
の事を考える時間を設けている。

身体拘束廃止委員会が中心とな
り、他所で起きた事例などをもとに、
その背景を探る勉強会を行ってい
る。また、言葉による抑制について
は、ユニットリーダーを中心に、職員
間で注意喚起し、利用者にとって心
身ともに抑圧感のない暮らしの支援
に取り組んでいる。

3 ツクイ富山萩原グループホーム



次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

12 ○就業環境の整備

13 ○職員を育てる取組み

14 ○同業者との交流を通じた向上

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

　代表者は、管理者や職員が同業者
と交流する機会をつくり、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向
上させていく取組みをしている

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づく
りに努めている

入居前には事前面談を通してご本人
のニーズを相互に確認している。初
対面ではなかなか打ち解けてもらえ
ないが、ご本人の声に真摯に耳を傾
けて「聴いてもらえる人」だと思っ
てもらえるように努めている。

毎月ユニットごとのカンファレン
スと事業所全体のミーティングを
行っている。他に個別に意見を聴
かせてもらう機会を設けている。

カンファレンスやミーティングなどの
機会に、所内の環境整備などの提
案があり、改善につなげている。ま
た、キャリアパス制度を開始し、職
員個々のスキルアップや就業環境
などの相談を受け、運営に活かして
いる。

　代表者や管理者は、運営に関する
職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

　代表者は、管理者や職員個々の努
力や実績、勤務状況を把握し、給与
水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

　代表者は、管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法
人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

給与には経験加算・能力加算があり
年に1回の見直しが行われる。資格
取得支援制度や研修補助のシステム
があり、外部の研修へは勤務として
参加している。今年度からは新しい
キャリアパス制度を開始し、職員が
スキルアップできる環境を整えてい
る。

入社時には必ず研修を行ってい
る。様々な介護サービスを行って
いる事から、サービスごとの得意
分野を活かした勉強会を合同で
行っている。

グループホーム連絡協議会の研修
や交流会への参加や地域包括支援
センターの勉強会に参加し、ネッ
トワークづくりを行っている。

4 ツクイ富山萩原グループホーム



次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

17 ○初期対応の見極めと支援

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めて
いる

申し込み・相談の段階から継続し
てご家族の不安を聴いている。
ホームでできる事、できない事を
きちんと説明してご理解いただい
てからサービスの開始をしてい
る。

相談を受けた時点でご本人とご家
族の現在の状況（利用サービスや
身体状況・既往歴・家族の介護
力）等を確認。ホームの体制も説
明し、必要に応じて他のサービス
を紹介する事もある。

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている

　職員は、本人を介護される一方の
立場に置かず、暮らしを共にする者
同士の関係を築いている

　職員は、家族を支援される一方の
立場に置かず、本人と家族の絆を大
切にしながら、共に本人を支えてい
く関係を築いている

入居者様は人生の先輩であり、お
互いに困っている事を助け合い、
それぞれの得意分野を活かして一
緒に豊かな生活を作りましょうと
いう距離感で接している。

ご家族には面会時や広報誌で近況を
知らせている。ご本人の過去の様子
を教えて頂いたり、面会の時には、
ご本人を挟み談笑し、昔を思い出す
機会を設けている。状態の変化はそ
の都度お知らせしている。

　本人がこれまで大切にしてきた馴
染みの人や場所との関係が途切れな
いよう、支援に努めている

ご本人やご家族の希望がない限
り、面会や電話の制限は行ってい
ない。来客の時にはゆっくり過ご
せるようにお茶やお菓子を提供し
ている。

昔から通っていた街なかの老舗喫
茶店でパフェを味わい、想い出に
浸ったり、地元の夏祭りに出かけ、
懐かしい顔に出会い、声をかけ合う
など、馴染みの場所や人との関係
が継続できるよう配慮している。

5 ツクイ富山萩原グループホーム



次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

21 ○利用者同士の関係の支援

22 ○関係を断ち切らない取組み

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 9 ○思いや意向の把握

24 ○これまでの暮らしの把握

25 ○暮らしの現状の把握

　利用者同士の関係を把握し、一人
ひとりが孤立せずに利用者同士が関
わり合い、支え合えるような支援に
努めている

利用者の中でも気が合う、合わない
があるので、相互の関係を考えなが
ら見守っている。お部屋の行き来も
あり、お互いに声を掛け合っている
様子が見受けられる。一人で過ごす
事が好きな人には無理に交流をすす
めるような事はしていない。

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしな
がら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努め
ている

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮
らし方、生活環境、これまでのサー
ビス利用の経過等の把握に努めてい
る

ご自分で意見を述べられる方には
時にはご家族にもご協力を仰い
で、できる限り希望に沿った支援
を行っている。意志の表現が困難
な方には声をかけ、表情の変化か
ら察するなどの配慮をしている。

会話ができる利用者であっても、周
りの意見に流されていないか留意
し、居室でゆっくりと本音を聞いてい
る。また、うなづく様子や手の握り返
し方など、日々、表情や仕草に留意
し、本人の思いや意向を把握してい
る。

ご本人やご家族だけではなく、ご
入居前のサービス事業者と連携を
とり、以前の状況をたずねたり、
ホームに移った後の報告をおこ
なっている。

他の施設へ転居されたケースでは
転居先へ訪問し、ホームでのご様
子をお知らせしたり、入院後に退
去されたケースではお見舞いや、
その後の転居先を一緒に探した事
もある。

　一人ひとりの一日の過ごし方、心
身状態、有する力等の現状の把握に
努めている

　一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難
な場合は、本人本位に検討してい
る。

利用者のささいな変化でも看護師
やリーダーに相談するようにして
いる。少しずつの変化がやがて大
きな状態変化につながる事になる
ので、その時のご本人に必要なケ
アが行えるように情報を共有して
いる。
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次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタ
　リング

27 ○個別の記録と実践への反映

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の
　多機能化

29 ○地域資源との協働

30 11 ○かかりつけ医の受診支援

　本人がより良く暮らすための課題
とケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成してい
る

定期的なケアカンファレンスの開催
を行っている。常に介護計画書を意
識できるように、介護記録には短期
目標を提示し、必要なケアが一目で
わかるようにしている。計画作成担
当者を中心に、状態の変化があれば
アセスメントを実施して介護計画の
見直しを行っている。

カンファレンスで、一人ひとりの利用
者に必要なことを話し合い、また、
家族の要望なども取り入れて、介護
計画を作成している。日々のケアの
実施状況をモニタリングにつなげ、
利用者の現状に即した介護計画作
成に努めている。

　一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身の力
を発揮しながら安全で豊かな暮らし
を楽しむことができるよう支援して
いる

　受診は、本人及び家族等の希望を
大切にし、納得が得られたかかりつ
け医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援
している

　日々の様子やケアの実践・結果、
気づきや工夫を個別記録に記入し、
職員間で情報を共有しながら実践や
介護計画の見直しに活かしている

　本人や家族の状況、その時々に生
まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んで
いる

介護記録は計画書に沿って記載し
ている。その他医療連携やカン
ファレンスノートの活用で情報を
共有している。

利用者の状態に応じて必要な福祉用
具の準備や職員の配置・シフトの変
更、業務内容の見直しを行ってい
る。利用者の身体状況の変化やご家
族の経済的事情によっては活用でき
る公的サービスや他のサービスにつ
いての説明を行っている。

ボランティアの受け入れを行った
り、地域包括支援センターや自治
会に相談をして、利用者が活用で
きる場の相談を行っている。

日常的な健康管理を行う協定医はい
るが、主治医は自由に決める事がで
きる。ホームの主治医とは24時間連
絡がとれる体制を作り、月に2回の
往診を受けている。必要に応じて受
診や検査を受け、専門医の紹介もし
てもらっている。

ほとんどの利用者が事業所の協力
医による訪問診療を受けている。血
圧が高めなど、日々の健康状態を
医師につなげ、また、診察結果を家
族に報告するなど、医療面の連携
を図り、安心につなげている。
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次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

31 ○看護職員との協働

32 ○入退院時の医療機関との協働

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有
　と支援

34 ○急変や事故発生時の備え

35 13 ○災害対策

　介護職員は、日常の関わりの中で
とらえた情報や気づきを、職場内の
看護職員や訪問看護師等に伝えて相
談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援してい
る

　利用者が入院した際、安心して治
療できるように、また、できるだけ
早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行ってい
る。

ホームの看護師とは24時間体制で
連絡がとれるようにしている。入
居者様の変化に気付いたらまず看
護師に相談をし、その上で主治医
に報告をしている。

病院の看護師やソーシャルワー
カーを通して情報の提供を行って
いる。面会時にも情報の共有をし
て退院後も安心して生活できるよ
うに配慮している。

　重度化した場合や終末期のあり方
について、早い段階から本人・家族
等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

　利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を
身に付けている

契約の時に重度化の指針を説明し
ている。必要時には主治医とご家
族、看護師、計画作成担当者を交
えて話し合いの場を設けている。
終末期にはご家族の気持ちの変化
も考え、その都度話し合いの場を
設けながら看取りケアに取り組ん
でいる。

利用者の体調の変化に応じて、本
人の意思を尊重した上で、医師や
家族と相談し、今後の方針や協力
態勢を確認している。「がんばった
ね、ありがとう」などの声に送られな
がら、穏やかな最期を支援するケア
に取り組んでいる。

定期的に事故発生時や緊急時の対
応についての研修を行っている。
看護師の指導で実践的な研修の開
催も行っている。

　火災や地震、水害等の災害時に、
昼夜を問わず利用者が避難できる方
法を全職員が身につけるとともに、
地域との協力体制を築いている

年に2回の避難訓練を行ってい
る。飲料水や食料の備蓄は定期的
に入れ替え災害時に備えている。

年２回、火災を想定しての避難訓練
を実施している。利用者の体力面を
考慮し、非常時の出入口を車椅子
用に改善したり、河川が近くにある
ため、地域の人達に水害について
相談し、情報を収集するなど、災害
に備えている。

今後は、火災や水害時などに、事
業所として地域に対して出来るこ
とも発信し、相互に協力し合う体
制をつくることが期待される。
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次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバ

　シーの確保

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

38 ○日々のその人らしい暮らし

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

　一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉かけ
や対応をしている

　日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように
働きかけている

　職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりのペースを
大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援してい
る

　その人らしい身だしなみやおしゃ
れができるように支援している

　食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

利用者によってできる事をできる
範囲で職員と共同で行っている。

利用者の状態に合わせて、ひと手
間かけ食べやすいように工夫し、一
人ひとりのペースで食事ができるよ
う、ゆったりとした和やかな雰囲気
をつくっている。

個人の人格の尊重とプライバシー
の保護については、身体拘束廃止
や虐待防止との関わりも大きく、
認知症ケアには重要な事。研修を
重ね、常に意識できるようにする
事と職員のストレスを解消する事
にも努めている。

何気ない職員の言葉や対応が、利
用者の誇りを損ねていないか、職員
間で注意し合っている。また、居室
への出入り、入浴や排泄介助など、
羞恥心に配慮した支援に努めてい
る。

利用者個々に合わせた口調で話し
かけ、リラックスできるように配
慮している。おやつや飲み物、衣
類などは選びやすいように2種類
の中から選択できるように工夫し
ている。

利用者の状態に合わせて職員の勤
務時間や業務内容を見直してい
る。共同生活の中でも、それぞれ
に合わせ個別に行動したり小集団
で行動するなどの配慮をしてい
る。

女性が多く、お化粧をする方もい
る。衣類や化粧品を一緒に買いに
出かけたり、利用者同士で外出の
時のファッションチェックをして
いる事もある。

9 ツクイ富山萩原グループホーム



次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

42 ○口腔内の清潔保持

43 16 ○排泄の自立支援

44 ○便秘の予防と対応

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

46 ○安眠や休息の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、一
人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

食事量や水分量は記録し、看護師
や主治医に確認してもらう事もあ
る。食事の形態も個別に考えて、
少しでも長く自力で食べられるよ
うに支援をしている。

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄のパター
ン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

便秘の方が多いが、内服を開始す
る前に、看護師や主治医に相談を
しながら食事や水分、運動などで
改善する事を心掛けている。

入浴の曜日や時間帯は決めていな
い。安全のため（緊急対応ができ
るよう）に職員が複数名の時間帯
に入浴をしてもらっている。

毎食後の口腔ケアを促している。
介助が必要になれば職員が介助を
している。

排泄の時間を記録している。一人
ひとりの排泄パターンを把握し、
トイレの誘導を行っている。

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

　一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、職
員の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

利用者ごとの習慣を考慮し、好みの
香りの入浴剤を選んでもらい、職員
と一緒に歌を口ずさみ、想い出話を
するなど、入浴を大切なコミュニ
ケーションの場として支援している。

　一人ひとりの生活習慣やその時々
の状況に応じて、休息したり、安心
して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

居室で使用するものについては、
基本使い慣れたものを持参しても
らっている。居室で静かに過ごす
事が好きな方は、時々職員が居室
の様子を伺うが、無理にフロアへ
誘う事はしない。

一人ひとりの排泄状態を把握し、そ
の人にとってわからなくて困ってい
る部分をさりげなくサポートしてい
る。また、そわそわした様子が見ら
れれば、トイレに誘ってみるなど、排
泄の自立支援に努めている。
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次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

47 ○服薬支援

48 ○役割、楽しみごとの支援

49 18 ○日常的な外出支援

50 ○お金の所持や使うことの支援

51 ○電話や手紙の支援

　張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴や
力を活かした役割、嗜好品、楽しみ
ごと、気分転換等の支援をしている

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援している

　一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や用量について理
解しており、服薬の支援と症状の変
化の確認に努めている

薬の情報はファイリングし、職員
が常に見られるようになってい
る。往診時には薬剤師も同行し、
薬の変更があればその場で注意事
項を確認できる。

　職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

　家族や大切な人に本人自らが電話
をしたり、手紙のやり取りができる
ように支援をしている

ご本人とご家族の希望により財布
を持ってもらう事ができる。紛失
のリスクも踏まえ、少額にとお願
いをしている。買い物の際に自分
の財布から支払う利用者もいる。

希望があれば電話を使用しても
らっている。家族の面会が少ない
方で、手紙でやり取りをしている
利用者もいる。

利用者個々に合った楽しみが提供
できるように工夫している。役割
りを持ち喜びが得られる方には、
内容を工夫して支援をしている。

本人の希望とご家族の了承を得て
遊覧船に乗るなども行った。
集団での行動が困難な時には、少
人数で外出している。

近くの農産物の即売場に出かけ、
「もう竹の子の時期だね」などと言い
ながら、利用者に選んでもらい、竹
の子ご飯を作るなど、気分転換を兼
ねた日常的な外出支援に努めてい
る。また、桜の季節には松川遊覧船
に乗り、船上から手を振るなど、楽
しみごとのお出かけも行っている。
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次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

53 ○共用空間における一人ひとりの居場
　所づくり

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な
　環境づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）が、
利用者にとって不快や混乱をまねく
ような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫を
している

フロアの窓は大きくとってあり開
放的である。天気の良い時には風
を感じる事ができるように窓を開
けているが駐車場が騒々しい時に
は配慮している。天気が悪いとき
には室内が暗くなるので日中でも
電気をつけている。キッチンは
オープンな作りになっているので
いつでも出入りができる。

春には菜の花をあしらった装飾品を
壁に飾ったり、お花を生け花の名前
を言いながら、季節感を感じてもら
えるよう工夫している。また、家族か
らもらった古い家具や人形などを置
いて、家庭的な雰囲気をつくってい
る。空気清浄器や窓の開閉など、過
ごしやすい住環境になるようこまめ
に調節している。

共用空間の中でも和室のコーナー
を設けたり、ところどころに椅子
を置き、居場所を変えられるよう
にしている。

　居室あるいは泊まりの部屋は、本
人や家族と相談しながら、使い慣れ
たものや好みのものを活かして、本
人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

　建物内部は一人ひとりの「できる
こと」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

バリアフリーになっているので、
移動も自由にしてもらっている。
死角も少なく手すりもついている
のでさりげない見守りが行える。

入居の時に使い慣れた物を持参し
てもらっている。自分のアルバム
を持参したり、家族の写真をかざ
るなど、ご家族と相談のうえそれ
ぞれに居心地が良くなるように配
慮している。

自分で布団の上げ下げをするなど、
入居前の生活習慣に沿った居室を
つくるよう配慮している。また、家族
の写真や雑誌（昭和タイムスなど）
を置き、居心地の良い居室となるよ
う努めている。

12 ツクイ富山萩原グループホーム



事業所名　ツクイ富山萩原グループホーム　　　　　　　　　　 
作成日　 平成　29年　5月　22日

【目標達成計画】

1 2

2 13

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

事業所の活動状況や認知症ケアについて
地域に情報を発信し、地域の人達に支え
られたり支えたりする関係を強めてい
く。

火災や水害時などに、事業所として地域
に対してできる事も発信し、相互に協力
し合う体制を整える。

地域に向けては運営推進会議を活用し
て、事業所の非常・災害用備品など共有
できるものを報告する。

・運営推進会議での報告。
・非常・災害時の避難経路や避難場所な
ど、自治会と情報を共有する。

6ヶ月

①毎年招待されている夏祭りの中で、事
業所としての催しを行う。
②地域に向け認知症の研修を開催する。

①事前に事業所でできる事をまとめ自治
会や夏祭り担当の役員に相談する。
②自治会や福寿会の会長の意向を確認の
上地域包括支援センターに相談する。年
度内には実施できるようにはたらきかけ
る。

10ヶ月

２　　目　標　達　成　計　画

優
先
順

項
目
番

現状における問題点、課題 目　　標 目標達成に向けた具体的な取組み内容
目標達成に
要する期間

ツクイ富山萩原グループホーム


